
療養病床に入院する高齢者の食費1居住真の負担について  

1見直し実の概要   

（対 象 者）療養病床に入院する70歳以上の高齢者（18年10月以降）  

2万円）‡  （標準負担額）①食費  食材料責及び調理コスト相当を負担（4．  
②居住費 光熱水費相当を負担（1．0万円）  
※ 現行は食材料費相当を負担（2．4万円）   

※介護保険と同額  

※1割の定率自己負担と合計した場合の平均的な負担額は、9．4万円（介護保険は8．9万円）・   

（，保険給付）入院時生活療養の基準額から標準負担額を控除した額を入院時生活療養費として支給  
※ 現行の入院時食事療養費は、入院時食事療養の基準魚（日額1，920円）から標準負担績（一般所得で  
日嶺780円）を控除した額を入院時食事療養費として支給  

2 低所得者対策  

所得の状況に応じて食費及び居住真の標準負担額を設定し、負担の軽減を図る。  

－  

＜低所得者の食費・居住費負担額＞ 低所得者Ⅱ（住民税非課税世帯）  
低所得者Ⅰ②（年金受給績80万円以下等）  介護保険と同じ水車  
低所得者Ⅰ①（老齢福祉年金受給者）   

3 負担の対象外となる患者  

入院医療の必要性の高い状態（人工呼吸器、中心静脈栄養等を要する状態や脊髄損傷（四肢麻痛が見   
られる状態）、難病等）が継続する患者及び回復期リハを受ける患者については、現行どおり食材料真相当   
のみを負担することとする。  

4 新たな高齢者医療制度の創設に伴う措置  

新たな高齢者医療制度の創設と併せて、65歳以上70歳未満の者について同様の負担の見直しを行う。  
（平成20年4月～）   



高額療養費の基準額（自己負担限度額）の見直し  
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璧、こ医療費＞は全体の医療貴から、定群の限度縞に対応する医療費を控除した蹟  

ヰ‡ミ；内は多数隷当く4ケ月以上入映するような書合1の膿丘鰐  

華 人王道析を更する上位所得者ミ月収53万円以⊥については、自己負担限度栂を1万円から2万円に引き上けj r   


